
高知銀行90年の歩み

地域と の持続可能な成長の実現のために

高知銀行は、2020年1月20日に創業90周年を迎えました。
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■ 昭和35年
現在地に本社社屋新築移転

■ 平成25年
東京証券取引所市場第一部上場

■ 昭和33年
「高銀踊り子隊」よさこい鳴子踊り（第5回）に初参加

■ 昭和26年
株式会社高知相互
銀行に商号変更

■ 昭和47年
事務センターの完成

■ 昭和52年
高銀地域経済振興財団の設立

■ 平成18年
東京証券取引所
市場第二部上場

■ 平成元年
普銀転換。株式会社高知銀行に

■ 昭和50年
第一次オンライン化開始

■ 昭和20年
預金業務取扱開始

■ 平成9年
ホームページ
開設

■ 昭和11年
本社社屋新築
（現在の事務センター敷地）

■ 営業無尽のはじまり
「無尽」は日本の相互扶助制度の1つ。一定の
口数を定めて加入者を集め、定期的に掛け
金を払い込ませて、1口ごとに抽選・入札等の
方法で順次、加入者に所定の金額を渡す
契約。鎌倉時代に始まった
とされ、庶民金融の手段と
して発達した。明治時代に
なると、営業無尽が増加し、
庶民金融機関となっていっ
た。大正4年には「無尽業
法」が施行され、営業無尽
に免許制が導入された。

昭和5年ごろのはりまや橋
付近。写真左付近に高知
無尽が誕生

高知無尽のバッジ

高知銀行スタート

普銀転換ご挨拶ポスター

昭和31年の新京橋周辺。杉皮ぶきの屋根 も見られ、堀川には浮き舟が
ある。翌32年にはここに中央公園が完成 （現在の当行本店前付近）

昭和26年10月20日の
相互銀行発足を伝える
高知新聞広告

無尽抽選機

無尽時代からの事務指針高知無尽設立当時の
書類

上場の鐘

ふくちゃんが広報活動
に活躍。
▲「ふくちゃん掛金」
▶「宝定期預金」

創業
90周年

ダ イバ ー シティ推進、
仕 事と育 児の両立支援
令和元年度 「なでしこ銘柄」に選定。
全国の第二 地銀・四国の金融機関で初

社会

Social

取締役会で決定した戦略について、より機動的に遂行する態勢を整備するとと
もに、取締役会の監督機能の一層の強化に繋げるため、執行役員制度を2019
年4月に導入しました。また、取締役等の選任・報酬等の公正性、透明性、客観性
を確保するための諮問機関として指名報酬委員会を設置しました。2018年6月
からは独立役員を1名増員し、取締役会構成員13名のうち独立役員を6名として
ガバナンスの充実を図るとともに、経営のより一層の透明性を高めております。

ガバナンス強化に向けて

執行役員制度の導入・
指名報酬委員会を設置

ガバナンス
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経済産業省と東京証券取引所は、2012 年度より
女性活躍推進に優れた上場企業を「なで しこ銘柄」
として選定し、発表しています。持続的成 長に向け
て、 は今後も多様な人材の経験 や価値観
を尊重し、互いの能力を最大限に発揮で きる職場
環境の整備に努め、ダイバーシティの推 進に積極
的に取り組んでまいります。

クリーンエネルギーの普及・発展をサポートするため、太陽光や風力、バイオマ
スなど再生可能エネルギー資源を利用した発電事業に対する環境関連融資
に取り組んでおります。また、環境に配慮した事業に取り組んでいるお客さまを
応援する環境配慮型私募債など、環境・エコ関連商品をご用意しております。

美しい環境とともに新時代へ

環境保全への取り組み
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は、地域社会の課題解決に貢献しつつ、自らの経済的価値も追求する「地域との 共通価値の創造」を目指します。ESG（環境・社会・ガバナンス）の観点から、様々な取り組
みを通じて、全てのステークホルダー（お客さま・株主さま・地域社会・職員）に対し、より高い 価値を提供し、持続可能な地域社会の発展に貢献したいと考えております。

お客さま、地域の皆さま、株主の皆さまからいただいたご支援に心よりお礼申し上げます。 地域活性化に向け感謝の気持ちを込めて創業９０周年記念事業を実施いたしました。
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